


































































3． 感情データの分析 

本節では，前節で得た感情データに対し，因子分析を

行うことで，感情データの背後にある共通性を明らかに

する． 

3.1 因子分析 

前節で得た感情データ（943 件のポスト×23 種類の

感情）に対し，因子分析（主因子法，プロマックス回転）

を探索的に行った．因子分析は，データの背後にある共

通性（すなわち因子）を見出すための分析手法であるが，

その因子数を 5～10 の範囲で変えながら因子分析を行

い，それぞれの結果を比較してみた．その結果，因子数

が6のとき，最も良い結果が得られた．このときの固有

値と寄与率，累積寄与率を表2に示し，各感情における

因子負荷量を表3にまとめる．なお，表3では因子負荷

量の絶対値が0.5以上となるセルを黄色にし，そのうち

負の値であったものを赤字にした． 

表2 因子分析の結果（固有値・寄与率） 

No. 固有値 寄与率 累積寄与率 

1 11.12 48.33％ 48.33％ 

2 1.98 8.59％ 56.92％ 

3 1.74 7.55％ 64.47％ 

4 1.60 6.97％ 71.44％ 

5 1.13 4.93％ 76.37％ 

6 0.89 3.87％ 80.24％ 

7 0.71 3.09％ 83.33％ 

8 0.61 2.66％ 85.99％ 

9 0.59 2.57％ 88.57％ 

10 0.47 2.03％ 90.60％ 

 

3.2 因子分析の結果に対する考察 

表 2 より，固有値が 11.12～0.89 となる因子が抽出

され，そのときの累積寄与率が80.24％であることがわ

かる．したがって，この6つの因子で感情データの持つ

情報量の80％強を表現できていると言える． 

また，表3を見てみると，因子1として，「嫌悪・不

快・怒り・悲しみ・恐れ ⇔ 好奇心・期待」という因子

軸（同じ共通性を持った感情群）が抽出されており，こ

れらの感情が 1 つの軸の強弱によって表されうること

や嫌悪等と好奇心等が対立する感情であることを示し

ている．一方，因子2には，「好き・愛・喜び・安心感・

快・共感・信頼感」という因子軸が抽出されており，ポ

ジティブな感情の多くが 1 つの軸によって表されうる

ことを示している．因子3には「誇り・得意」が，因子

4には「恥ずかしい・照れ」が，因子5には「羨望・嫉

妬」が，因子6には「興奮・驚き」が抽出されており，

単純なポジティブ/ネガティブとは異なった共通性を持

つ感情群があることを示している．なお，因子軸が他の

どの感情とも共通性を有さなかった感情として「罪悪感」

が残った． 

表3 因子分析の結果（因子負荷量） 

 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 

嫌悪 0.925 -0.079 -0.050 -0.098 -0.021 0.220 

不快 0.851 -0.159 -0.052 -0.073 0.000 0.136 

怒り 0.832 -0.053 -0.009 -0.138 0.045 0.216 

悲しみ 0.744 -0.077 -0.012 0.070 0.214 0.038 

恐れ 0.600 -0.216 -0.057 0.050 -0.110 0.284 

期待 -0.791 -0.047 0.022 -0.072 0.323 0.088 

好奇心 -0.870 -0.201 -0.107 -0.002 0.106 0.459 

好き -0.100 0.924 -0.137 0.036 0.079 0.149 

愛 0.105 0.823 0.039 0.164 0.168 0.073 

喜び -0.099 0.815 -0.017 0.013 -0.081 0.166 

安心感 -0.077 0.764 0.034 -0.018 -0.100 -0.244 

快 -0.250 0.761 -0.032 0.013 -0.064 0.057 

共感 0.042 0.704 -0.071 -0.106 0.108 0.076 

信頼感 -0.114 0.653 0.155 -0.072 0.088 -0.053 

誇り 0.062 0.042 0.988 -0.021 0.057 0.159 

得意 -0.271 -0.073 0.641 0.028 -0.102 0.070 

恥ずか

しい 
0.042 -0.144 -0.021 0.886 -0.040 0.075 

照れ -0.121 0.186 0.016 0.715 0.006 -0.036 

羨望 -0.137 0.179 -0.018 -0.016 0.938 -0.131 

嫉妬 0.392 -0.110 0.066 0.005 0.616 -0.166 

興奮 -0.044 0.419 0.148 0.045 -0.025 0.642 

驚き 0.285 0.059 0.096 0.006 -0.150 0.589 

罪悪感 0.372 -0.162 -0.014 0.341 0.099 -0.030 
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1. はじめに 

再利用可能な熱の有効利用が強く望まれており，これに

は，時間的に変動する温度と熱負荷に対応できる高効率な

熱輸送技術が必要である．そのなかで，自励振動ヒートパ

イプ (PHP) が今後の熱輸送デバイスとして注目される(1)．

本研究では，熱交換器におけるフィンとして PHP を適用

することを考え，時間変動する熱負荷に対する PHP の熱

輸送量の変動（熱輸送特性）の詳細を明らかにすることを

目的として，実験的研究をおこなった． 
 
2. 実験装置および実験方法 
図 1 に実験装置概略を示す．供試 PHP は風洞を用いて

冷却される．冷却空気は吸込みブロワーによって風洞内に

送られる．この冷却空気は，風洞前に設置された熱交換器

で25 °C一定とした．冷却空気流速は，5 m/s一定とした．

PHPの設置姿勢は，加熱部が鉛直下方となるボトムヒート

であり，管群放熱部のみに冷却空気が当たるようになって

いる．PHPの加熱は，加熱ブロック底面に押し当てられた

セラミックヒーターによって行った．PHPの詳細，および

温度測定位置を図 2 に示す．PHP 流路（管群放熱部）は，

外径3 mm，内径2 mmの銅管（20本）で構成されており，

冷却空気の流れ方向に対して2層，流れ方向に対して垂直

に 10 列で配置されている．PHP の外観の幾何形状は同一

であるが，上部ブロック内部の溝形状を変更することで，

非ループ型2D-PDP（図3(a)）・ループ型2D-PHP（図3(b)）・
3D-PHP（図 3(c)）の流路パスを実現した．作動流体には，

エタノールを用い，封入率は流路体積50 %一定とした． 
PHPに作動流体を封入したのち，加熱ブロックの底面に

押し付けたセラミックヒーターで 100 W の熱入力を行う

ことで，PHP 内の作動流体を自励振動させ，作動流体を

PHP全体に行き渡らせた．そして，ヒーターによる熱入力

を停止し，加熱部底面温度が冷却空気温度と等しくなった

のちに，ヒーターによる熱入力（熱負荷）Qを10 Wから

段階的に増加させた．このとき熱負荷の変更は，各部温度

が十分に定常状態になったことを確認したのちに行った．

なお，実験装置保護のため，加熱部底面温度Thが90 °Cを

超える前に実験を終了した．本研究では，加熱部底面温度

Th と冷却空気温度 Tair の温度差を用いた熱抵抗 Rth により

PHPの熱輸送性能を評価した．  

Fig. 1  Experimental setup.

Fig. 3 Flow path.

(a) Unlooped 2D-PHP

1st layer

air

2nd layer

air

(b) Looped 2D-PHP

(c) 3D-PHP

air

Fig. 2 Detail of pulsating heat pipe.

(a) Front view. (b) Side view.
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Python 言語を用いて独自に実装した BC ノードを用い

て，100を超える BCsに対して RAと multi-hop relay

を比較した結果，そのRelayer数の削減と取引処理性能

の向上が確認できた（主な研究成果(1)と(2)を参照）． 

 

((22))  PPooSS型型BBCCににおおけけるる検検証証ノノーードド間間ブブロローードドキキャャスストト

通通信信のの確確率率過過程程ととブブロロッックク時時間間分分布布のの基基礎礎理理論論のの構構築築  

 本研究では，分散合意アルゴリズムにPoSを採用する

BC におけるブロック伝搬と検証の過程を表現した確率

モデルを提案した．このモデルを用いてブロックのブロ

ードキャストや検証等にかかる時間の確率分布につい

て理論解析した結果，ブロードキャスト時間はガンベル

分布にしたがうことが分かった．またビザンチン障害耐

性合意BCにおいては，ブロック時間が3つの独立なガ

ンベル分布の合成積の最大値分布として表現できるこ

とが分かった．これらの確率分布は一般に積分形式で表

現されるが，この近似表現も導出することができた．こ

れにより，実際のブロック時間データと比較することで，

データと理論の間に矛盾のない結果が得られた（主な研

究成果(3)と(4)を参照）． 

 

33..  ままととめめ  

 BC を社会に普及させるためには，スケーラビリティ

問題を解決し，取引処理性能を向上させる必要がある．

本研究ではBCの相互運用性に焦点を当てて研究するこ

とで，取引処理を並列化することによる処理性能の向上

に関する研究を行った．主な研究成果としては，RA の

提案と性能評価，PoSブロックチェーンのブロードキャ

スト時間やブロック時間の基礎理論の構築とデータ分

析を行った．RA については，分権性や安全性の向上に

課題がある．BCの基礎理論については，実際のIBCs等

の取引処理性能に対して，今回提案した基礎理論を用い

て説明する課題がある．これらについて研究を継続して

いく． 

 

本本研研究究にに関関すするる主主要要なな研研究究成成果果  

(1) 柳原貴明・藤原明広，「［奨励講演］ブロックチェー

ン相互運用性技術の最新研究動向の紹介」 

(2) 柳原貴明・藤原明広，「ブロックチェーン間通信時

間 に お け る Multi-hop channels と Relayer 

Aggrigationの比較実験」信学技報, vol. 123, no. 397, 

NS2023-220, pp. 282-287, 2024. 

(3) Akihiro Fujihara, “Investigating the 

probability distribution of average block time in 

proof-of-stake consensus algorithm using extreme 

value theory”in Proc. Of the International 

Workshop BlockChain Kaigi 2023 (BCK23), Kobe, 

Japan, 2023.  

(4) 藤原明広，「ビザンチン障害耐性合意ブロックチェ

ーンにおける検証ノード間ブロードキャスト通信の確

率過程」 信学技報, vol. 123, no. 398, IN2023-82, 

pp. 101-106, 2024. 
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図図  44  深深層層学学習習にによよるるTTMM復復元元手手法法ととのの比比較較  

 

((イイ)) ビビジジョョンン⾔⾔語語モモデデルルのの応応⽤⽤にに関関すするる研研究究  

本研究課題と関連する研究の一種として、ビジョン言語

モデルの一種であるContrastive Language and Image 

Pretraining (CLIP) [b]を利用することにより、劣化し

た画像の知覚品質評価を行う手法に関する研究を行っ

た。関連する研究成果は外部発表[6]および[8]であり、

特に[6]は国内シンポジウムにおいてベストポスター賞

を受賞するなど高く評価された。 

 

(ウ) 画像復元を含む画像処理に関する研究 

その他、観測できない欠損領域を含む単一の画像のみか

ら、当該画像の持つ特徴を学習し、生成モデルを構築す

ることで欠損補完を行う手法 [1]、深層学習を用いる

ことで画像を構造-テクスチャ-ノイズの 3 成分に分離

する手法 [3]、深層学習によってJPEG圧縮された画像

の知覚品質を向上させる研究[4]、カメラの撮像過程に

起因するリアルノイズに模擬した形で秘密情報を画像

に埋め込む画像ステガノグラフィ[5]に関する研究など

を行い、得られた成果を国際会議等で活発に発表した。 

 

３３．． ままととめめ  

本年度は、テンソル復元アルゴリズムの開発と並⾏して、
様々な分野での研究活動を⾏った。今後は、深層展開に
よる確率的テンソル復元の⾼効率・⾼性能化に取り組ん
でいくことを計画している。 

 

４４．． 本本研研究究にに関関すするる主主なな外外部部発発表表  

研究期間中に、雑誌論⽂ 2 本が採録され、国際会
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